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友
草
　
水
月 

選

季
題
　
終
戦
七
〇
周
年
に
寄
せ
て

「
終
戦
忌
、
原
爆
忌
」

人
類
は
神
の
火
手
に
す
原
爆
忌

大
川
　
節
弥

（
評
）
人
類
は
太
古
よ
り
火
を
神
と
し
て
祀
り
畏

敬
し
て
き
た
。
米
国
は
そ
の
神
の
火
を
原
子
爆
弾

と
し
て
利
用
し
広
島
、
長
崎
に
投
下
し
一
瞬
に
20

数
万
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
世
界
の
国
々
で
核
兵

器
不
拡
散
、
核
廃
絶
が
叫
ば
れ
、
安
倍
首
相
も

戦
後
70
年
の
談
話
で
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
核
不
拡
散
と
廃
絶
を
訴
え
た
。
な
お
原
子

力
発
電
（
原
発
）
は
全
世
界
で
多
く
稼
働
し
て

い
る
。
東
日
本
大
震
災
で
事
故
が
起
き
た
福
島

で
は
今
も
放
射
能
汚
染
で
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
一
日
も
早
く
そ
の
解
決
を
望

み
た
い
も
の
で
あ
る
。

○
片
脚
の
バ
ッ
タ
が
歩
く
広
島
忌

井
上
　
土
筆

　海
に
消
ゆ
君
の
面
影
敗
戦
忌

津
田
　
久
美

（
評
）
先
の
戦
争
で
海
で
散
っ
た
友
人
、
知
人
、

彼
氏
だ
っ
た
の
か
。
あ
の
若
々
し
い
青
年
、
70
余

年
前
の
面
影
を
思
い
出
し
て
い
る
今
日
で
あ
る
。

海
戦
と
い
え
ば
１
９
４
２
年
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

に
日
本
軍
は
大
敗
を
し
以
後
戦
争
の
主
導
権
は

米
国
に
移
り
、
日
本
軍
は
後
退
を
続
け
た
。
翌

年
山
本
五
十
六
司
令
長
官
は
機
上
で
戦
死
し
た
。

太
平
洋
の
島
々
の
戦
争
で
約
１
４
８
万
人
余
り

の
軍
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。（
高
新
８
月
16
日
付
）

　
私
た
ち
は
こ
の
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
若
者
に
伝
え
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
。

○
暮
る
る
ま
で
蝉
鳴
き
通
す
終
戦
日

　
下
村
ひ
ろ
し

叔
父
吹
き
し
草
笛
い
つ
も
「
海
ゆ
か
ば
」

間
　
　
浩
太

（
評
）
叔
父
が
い
つ
も
吹
く
草
笛
は
「
海
ゆ
か

ば
」
の
曲
で
あ
っ
た
。
今
は
亡
き
往
時
の
や
さ

し
か
っ
た
叔
父
を
瞼
に
思
い
浮
か
べ
懐
か
し
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。

　「
海
ゆ
か
ば
」
と
言
っ
て
も
知
ら
な
い
方
が

多
い
と
思
う
。
歌
詞
は
、
大
友
家
持
の
万
葉
集

の
長
歌
の
一
部
か
ら
と
ら
れ
て
い
て
、
戦
時
中
、

学
校
や
職
場
、
軍
隊
で
は
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

歌
詞
を
紹
介
す
る
。

「
海
ゆ
か
ば
水
漬
く
屍
、
山
ゆ
か
ば
苔
む
す
屍
、

大
君
の
辺
に
こ
そ
死
な
め
か
へ
り
み
は
せ
じ
」

解
釈
す
る
と
、
海
戦
で
戦
っ
て
死
ん
で
水
漬
け

に
な
っ
て
も
、
山
で
戦
っ
て
死
ん
で
苔
に
う
も

れ
て
も
、
大
君
の
た
め
に
死
ぬ
の
は
何
も
悔
い

は
な
い
。
戦
争
中
に
よ
く
言
わ
れ
た
滅
私
奉
公

の
精
神
で
、
戦
意
高
揚
の
歌
で
あ
っ
た
。

○
草
笛
の
船
霊
さ
ま
を
呼
び
に
け
り島

井
ひ
ろ
し

　歌
い
継
ぐ
「
長
崎
の
鐘
」
原
爆
忌岡村

　
嘉
夫

（
評
）
70
年
前
の
8
月
9
日
11
時
2
分
長
崎
市

に
世
界
で
二
番
目
の
原
子
爆
弾
が
米
国
に
よ
り

投
下
さ
れ
一
瞬
に
し
て
約
7
万
人
の
死
傷
者
が

出
、
街
は
焦
土
化
し
た
。
こ
の
原
爆
で
カ
ト
リ

ッ
ク
の
信
者
で
医
学
博
士
の
永
井
隆
と
家
族
は

被
爆
し
、
妻
は
死
亡
し
た
。
子
ど
も
二
人
は
助

か
っ
た
が
博
士
も
被
爆
し
残
さ
れ
た
子
ど
も
二

人
と
の
生
活
を
綴
っ
た
「
こ
の
子
を
残
し
て
」

「
長
崎
の
鐘
」
の
著
書
が
あ
る
。「
長
崎
の
鐘
」

の
本
を
も
と
に
作
詞
作
曲
さ
れ
た
の
が
長
崎
の

鐘
で
あ
る
。
歌
手
の
藤
山
一
郎
は
博
士
の
病
床

を
訪
ね
こ
の
歌
を
披
露
し
た
そ
う
で
あ
る
。

（
長
崎
の
鐘
）

一
、
こ
よ
な
く
晴
れ
た
青
空
を

　
　
悲
し
と
思
う
せ
つ
な
さ
よ

　
　
う
ね
り
の
波
の
人
の
世
に

　
　
は
か
な
く
生
き
る
野
の
花
よ

　
　
な
ぐ
さ
め
励
ま
し
長
崎
の

　
　
あ
あ
長
崎
の
鐘
が
鳴
る

二
、
召
さ
れ
て
妻
は
天
国
へ

　
　
別
れ
て
ひ
と
り
旅
立
ち
ぬ
・・

　
や
が
て
永
井
博
士
も
二
人
の
子
ど
も
を
残
し

天
国
の
妻
の
所
ヘ
旅
立
た
れ
た
。

○
原
爆
忌
祖
国
の
歌
を
聞
く
夜
か
な
　

ガ
ル
シ
ア
繁
子

　
　二
句
抄

南
方
に
祈
り
を
捧
げ
終
戦
忌 

川
村
　
博
子

裏
山
に
声
を
広
げ
て
法
師
蝉

天
井
を
眺
め
て
十
月
夏
の
来
ぬ 

石
原
　
　
静

名
古
屋
場
所
座
布
団
飛
ん
で
皆
拍
手

靖
国
の
杜
さ
わ
が
し
く
終
戦
忌 

國
田
　
貞
子

炎
天
下
雑
音
止
ま
る
午
後
一
時

終
戦
の
噤
ん
だ
口
を
綻
ば
す 

田
蔦
恵
美
子

七
十
年
武
蔵
発
見
夏
の
海

風
化
す
る
こ
と
の
怖
さ
や
原
爆
忌 

小
野
川
町
子

ふ
る
里
に
思
ひ
は
馳
せ
り
盆
の
月

終
戦
忌
犠
牲
の
う
え
に
き
た
平
和 

森
岡
　
照
月

初
秋
や
軽
い
足
取
り
今
朝
の
朝

一
筋
の
川
海
に
入
る
秋
暑
し 

刈
谷
　
志
津

玉
音
の
記
憶
八
月
十
五
日 

軍
国
で
嫁
ぐ
も
密
か「
つ
づ
れ
さ
せ
」 

片
岡
　
包
女

草
木
の
萎
し
炎
天
人
置
か
ず

玉
音
の
今
に
新
鮮
耳
の
底 

竹
崎
た
か
ひ
ろ

よ
さ
こ
い
の
熱
波
猛
暑
を
ぶ
っ
飛
ば
す 

雷
烈
し
腕
直
角
の
平
和
像 

間
　
　
浩
太

や
わ
ら
か
き
ピ
ア
ノ
の
音
色
合
歓
の
花 

津
田
　
久
美

一
山
を
一
つ
の
音
に
蝉
し
ぐ
れ 

大
川
　
節
弥

轢
か
れ
じ
と
道
端
へ
寄
す
蝉
骸 

岡
村
　
嘉
夫

誰
が
為
の
滅
私
奉
公
敗
戦
忌 

友
草
　
水
月

玉
音
を
昨
日
の
如
く
敗
戦
忌

　
　次

　
　題

　「当
季
雑
詠
」

　
　締
め
切
り

　毎
月
5
日

投
句
先

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
い
の
町
1
7
0
0

－

1

8
9
3

－

1
9
2
2

い
の
流
水
俳
壇

み

お
お
き
み

へ

づ

か
ば
ね

と
つ
き

つ
ぐ

ほ
こ
ろ

む
さ
し

な
え

ひ

む
く
ろ

◆伊藤神谷「書の世界」展3
　開催中～10月4日(日）
いの町名誉町民伊藤神谷氏のご遺族
より紙の博物館に寄贈いただいた多
くの作品の中から、当館初展示を含
む額・軸など約40点を展示します。

同時開催
◆橋雅会書展4
　開催中～10月4日(日）
書家伊藤神谷の足跡から書を学ぶ
「橋雅会」会員の作品約50点を展
示します。

◆紙の博物館開館30周年記念
　収蔵品展
～小路位三郎コレクションを中心に～
　10月7日(水）～10月18日(日）
当館では、開館以来、各方面の皆さん
のご厚意により、紙に関する貴重な資
料を受贈してきました。開館30周年
を記念し、紙の博物館の収蔵品の一部
を公開する企画展を開催します。本展
では、明治41年に現在のいの町で生
まれ、その生涯を通じて全国の和紙産
業振興や技術の保全に尽くされた「小
路位三郎氏」のコレクションを中心に、
激動の時代に紙業界の発展に尽力され
た先人たちの足跡を、初公開となる収
蔵品とともにご紹介します。

◆第45回土佐愛石会
「石は地球の宝物だ」展
　10月9日（金）～10月11日（日）
土佐愛石会会員が、仁淀川や四万
十川、室戸海岸などで探石した石
約50点を展示します。

◆第23回秋の山野草展
　10月9日（金）～10月11日（日）
いの町山野草保存会による展示会
です。秋の山野草や紅葉などあわ
せて約300鉢を展示販売します。

　　　紙産業特別技術支援員
　　　農学博士
　　　原　　啓志 氏
概要：特殊紙の技術的変遷における

手漉き和紙との関連について
定員：30名
申込：紙の博物館までお電話又は
　　　直接お申し込みください。

◆秋の和布展
　10月2日（金）～10月6日（火）
土佐市、浪漫堂の展示会です。人気の和
布素材で、一点一点手作りした着心地の
良い生活着を中心に帽子やバッグ、アク
セサリーなど約300点を展示販売します。

◆イノビ・オーダー555（ファイズ）
　10月10日（土）～10月18日（日）
いの商店街を中心とする古民家、空
店舗などを活用したアートイベント
です。様々な分野で活躍する県内外
の作家による立体・平面・写真・映
像などを展示します。
　5回目の節目となる今回は、過去最
大とするべく、15展示会場、参加ア
ーティスト総勢55名、ワークショッ
プ、ライブなどを予定しています。

◆PPバンドで編むプラかご展示即売展
　10月23日（金）～10月25日（日）
日高村、矢野美知子さんの展示会です。
荷造りや梱包で使用する結束バンド
(PPバンド)を使って手作りしたオシ
ャレなエコバッグ約100点を展示販売
します。期間中、ワークショップ「プ
ラかご作り教室」を開催します。

◆秋！山の恵み展
　10月23日（金）～10月25日（日）
佐川町、都築英夫さんの展示会です。
主に野山で採取した木々や草花のこけ
玉、木鉢・竹鉢・流木・瓦・石の寄せ
植えなど約80点を展示販売します。

◆ビーズと遊ぶ会（アクセサリー）
　パッチワークとハギレ展
　10月30日（金）～11月2日（月）
南国市の大利さんと中平さんの展
示会です。スワロフスキーや天然
石、ウッドなどのビーズを使って
手作りしたネックレス、ペンダン
ト、イヤリングなどのアクセサリー
類のほか、パッチワークの袋物、
キーホルダー、ハギレなど合わせ
て約400点を展示販売します。

◆まったりと生活骨董＆古布展20
　11月6日（金）～11月8日（日）
日曜市でおなじみの古美術高陽堂の展示
会です。江戸～昭和の漆器、陶磁器、古
布着物や家具、戦前戦後のレトロな生活
雑貨など約500点を展示販売します。

紙の博物館

●開館時間　9：00～17：00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）

■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場
できるお得な年間観覧券（1,500
円）販売中

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

10月・11月の催し物
◆第25回モラード会展
　10月17日（土）～11月1日（日）
モラード会会員による油彩画、水
彩画、和紙絵、写真など約300点
を展示します。

◆ら・ら・らコレクション2015
　作業所ら・ら・ら第9回アートグループ展
　10月23日（金）～11月11日（水）
作業所ら・ら・らのメンバーが、アート
を通じて地域との交流を図ろうと、平
面・立体作品など約70点を展示します。

◆全国和紙ちぎり絵サークル選抜いの展
　11月7日（土）～12月6日（日）
2014年に仙台市で開催された
「全国和紙ちぎり絵サークル第16
回展」（主催：がんぴ舎）出展作
品の中から、約80点をお借りし展
示します。和紙の繊維や、重ね合
わせることで生まれる色の美しさ
など、ちぎり絵ならではの多様な
表現をお楽しみください。

同時開催
◆いの町和紙ちぎり絵サークル
　30周年記念展
　11月7日（土）～12月6日（日）
土佐和紙の質感を生かし、その魅
力を伝えるちぎり絵作品40点（予
定）を展示します。
◎土佐和紙ちぎり絵無料体験教室
実施日　11月23日（月）　
時間　　10：00～15：00
※先着100名

作　品　募　集
■第9回全国土佐和紙はがき絵展
募集締切　　　　 12月23日（水）
土佐和紙を多くの人に知っていただ
き、その素晴らしさを実感してもら
おうと、全国からはがき絵作品を募
集します。応募には、指定の土佐和
紙はがきをご利用ください。紙の博
物館・高新プレイガイドで販売して
います。5枚セット（サンプル１枚付）
…250円でドーサ引き（にじみ止め
加工）と、ドーサなしがあります。

■手づくり紙芝居コンクール
募集締切　　　　  11月29日（日）
本選及び表彰式　　 1月17日（日）
参加費　無料
自作自演の手づくり紙芝居コンクー
ルを開催します。子どもからお年寄
りまで楽しめる紙芝居を作ってみま
せんか？予選通過者には、本選で実
演していただきます。詳細は、紙の
博物館ホームページをご覧ください。

 開館30周年記念連続講演会のご案内
紙の博物館開館30周年を記念して、紙に
関する全5回の連続講座を開催します。

第3回「特殊紙のたどった道」
日時：11月14日（土）
　　　14：00～15：30
講師：（一社）高知県製紙工業会

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析


